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●出所：中国自動車工業協会

2030年のカーボンピークアウトと2060年のカーボ
ンニュートラル、いわゆる「3060目標」を掲げる中
国では、EV（電気自動車）をはじめとする新エネル
ギー車（以下、新エネ車）の販売が好調です。昨
年から続く世界的な半導体不足の影響により、年
初は一時的に落ち込んだものの、足元で自動車
全体の販売が減少傾向となる一方で、新エネ車
の販売台数は大幅に増加しています。こうした中、
EVの普及に伴なって、車載用電池の需要も急拡
大しており、今年1-6月のEV用電池の装備量は前
年比+200％を達成しました。

中国は車載用の主力電源である、リチウムイオン
電池の世界最大の製造拠点です。その生産能力
は世界の77％（2020年時点）に及ぶほか、サプラ
イチェーンの主要工程においても圧倒的なシェア
を保持していることなどから、中国のリチウムイオン
電池は高い価格競争力を有しています。加えて、
近年は技術的にも格段の進歩を遂げており、その
品質は先進国に引けを取らない水準となっていま
す。足元では次世代電池の開発も活発化しており、
ナトリウムイオン電池の実用化に向けた動きが進む
ほか、各国で開発競争が繰り広げられている全固
体電池の分野でも、中国企業の特許出願件数は
先行する日本勢を猛追しています。

中国が車載用電池市場で躍進した背景には、
政府による大規模な育成強化策があります。ガソ

リン車からEVへのシフトが“国策”として進められる
中、基幹部品である車載用電池分野にも巨額の
産業補助金が投入され、中国には多くの電池メー
カーが誕生しました。近年は技術力や生産能力に
優れた大手が突出する形で業界の集約化が進ん
でおり、世界市場での存在感を高めています。例
えば最大手のCATL（寧徳時代新能源科技）は、
創業からわずか6年後の2017年に車載用リチウム
イオン電池の出荷量でパナソニックを抜いて世界
首位の座を獲得しました。また、EV大手で、半導
体や電池の製造にも携わるBYD（比亜迪）は、年
内にも車載用電池の外販を開始するとしており、
更なる成長が期待されています。

昨年11月に発表された中国の「新エネ車産業
発展計画」では、2025年までに新車販売台数に
占める新エネ車の比率を20％程度に引き上げ、
2035年までにEVを新車販売の主流にするという
目標が設定されました。これを受けて、中国の新
エネ車販売台数は、2025年には、2020年の4倍
を超える420万台に達するとの見通しも出されてい
ます。また、今年6月には、第14次5ヵ年計画
（2021-25年）期間中に新エネルギーの充電や電
池交換などのインフラ整備を推進するとの方針が
示されるなど、車載用電池業界に対する政策面で
の後押しもみられます。こうしたことから、引き続き、
中国の車載用電池市場の拡大が期待されます。
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EV販売の好調に牽引され、更なる拡大が期待される
中国の車載用電池市場

（2019年1月～2021年7月） （2019年～2030年*）
中国の自動車販売台数の推移 EV用リチウムイオン電池の地域別需要予測

※ 記載の銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するものでもありません。
また、当社ファンドにおける保有・非保有および将来の銘柄の組入れまたは売却を示唆・保証するものでもありません。

※グラフ起点を100として指数化

●出所：Statista

上記は過去のものおよび予想であり、将来を約束するものではありません。
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